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八百万の神が集い旅立つまち
や お よ ろ ず 斐川町

ひ　か　わ

全国の神々が集まり、旅立つ神社 万九千神社
旧暦10月を出雲地方では神在月と呼びます。全国の八百万神さまが当地へ参集な
さるからです。神々は出雲大社など複数の神社で、人々の縁結びや来年の五穀豊穣
などの話し合い（神議り＝かみはかり）をなさるといわれています。
万九千神社では、神議りを終えた神々が最後に集まり、10日間にわたる会議の締め
括りと直会（なおらい＝神宴）なさると伝えています。旧暦10月26日夕刻には神々
にお旅立ちの時が近いことをお告げする神等去出（からさで）神事が行われます。
そして翌朝、朝日が上るまでに、八百万神さまは、全国各地への帰路につかれるとい
います。
神々がこの社から旅立ちになるとの伝えから、鎮座地周辺の地名を「神立（かんだち）」と
呼び、近くを流れる斐伊川にかかる橋の名を、神立橋、からさで大橋といいます。
授与品には神々の直会にちなんだ鏡付きの「なほらい守り」や、旅立ちの安全、人生

の転機などの前途洋洋を祈願した「旅立ち守り」などがあります。
境内には、出雲神話において、御祭神の一柱である大己貴命
（大国主神の若き日の名前）の生命を助けたことに由来する、
可愛らしいネズミの石像がたくさん並びます。

自然・温泉・工芸 五感で味わう とびっきり のどか旅

神話『因幡のしろうさぎ』に続きがあることを知っていましたか?
この神話のヒロインである八上姫（ヤカミヒメ）は、出雲大社の神様、大国主神（オオクニ
ヌシノカミ）の御子を産みに、鳥取からはるばる出雲までやって来ます。その時に、湯の川
温泉で疲れた体を癒し、美人な姫神がより一層美しくなったといわれています。その後、
大国主神に正妻がいることを知った八上姫は、遠慮して出雲を去ります。そして、傷ついた
心を再び温泉で癒し、故郷へと帰ったのです。
そんな伝承が残る湯の川温泉は、日本三美人の湯の一つとして親しまれてきました。実は、
美人の湯といわれる理由は泉質にもあります。無色透明・無臭のやわらかな肌ざわりの湯

は、硫酸塩・塩化物泉。潤いと保湿力が高く、
まるで美容液のようです。ぜひ、神話に思い
を馳せながら、美人の湯の心地よさを堪能
してみてはいかがでしょうか?
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●所 出雲市斐川町併川258
●☎ 0853-72-9412　

御井神社
主祭神　木俣大神 (コノマタノオオカミ )・八上姫大神 (ヤカミヒメノオオカミ )

『古事記』記載の神話「因幡の
しろうさぎ」は出雲大社の神様、
大国主神(オオクニヌシノカミ)
と因幡（鳥取県東部）の美人な
姫神、八上比売(ヤカミヒメ)が
うさぎを通じて出逢う物語で
す。御井神社には二人の御子で
ある木俣神が祀られており、現在
も安産の神様として多くの参
拝者が訪れます。
近くには八上姫が出産のときに使われたと
される3つの井戸が伝わり、鎮座地周辺の地
名も御井といいます。境内には御子を抱く
八上姫やうさぎの石像があります。

久武神社（雲神社）　
主祭神　素盞嗚尊(スサノオノミコト)
古代の出雲国出雲郡出雲郷に鎮座す
る久(く)武(む)神社(雲(くも)神社)。素
盞嗚尊が稲田姫命と結ばれた時、幾
重にも雲が立ち上ったことから、出
雲の地名の｢はじまり｣の地とされてい
ます。

鳥屋神社　
主祭神　建御名方神（タケミナカタノカミ）
『古事記』記載の神話「国譲り神話」では、
最後まで国を譲らぬと戦った神様であ
る建御名方神が祀られています。
その戦いで投げた千人力の岩が、今の
鳥屋神社がある土地（当時は内海）に落ち、
鳥が岩に群がる様子が鳥小屋に見えた
ので、その名前が付いたといわれます。●所 出雲市斐川町富村596

●☎ 0853-43-2025

富神社
主祭神　八束水臣津野命（ヤツカミズオミズヌノミコト）
主祭神の八束水臣津野命は、『出雲国
風土記』記載の「国引き神話」で海の
彼方の方々から国を引っ張ってきて
出雲国を大きくしました。また、出雲
の地名の由来にも関わる神様です。

日本三美人の湯  湯の川温泉

出雲、斐川の観光情報拠点。地元の生産者さんが丁寧に
育てた農産物や加工品などが並び、朝どれのシジミや
野菜、つきたての餅、焼きたてのパンなど、よりひかわや
出雲らしさを感じたい人におすすめの商品が並びます。
店内レストランはメニューが豊富！イチ押しは、斐川
特産品の出西しょうがを使った生姜焼き定食。ぜひ食べ
てみてください！

道の駅湯の川

●所 出雲市斐川町出西1834
●☎ 0853-72-2010

1947年創業の陶器の窯元。和にも洋にも合うシン
プルな使いやすい器を作っている。
自由に見学できる工房と展示販売場のほか、小麦や
地元食材にこだわったベーカリーカフェと服と雑貨
を扱うセレクトショップ
を併設。「出西くらしの
village」と名付けられた
衣食住が揃い、生活文化
を感じられるエリア。

万九千神社の近くに広がる生姜畑の先
にお店があり、出雲生姜を使った商品
が並ぶ。
神社とコラボした“じんじゃエール”が
あり、御神酒代として授与されている。
生姜をたっぷりと使った七味“出雲参
集七味唐辛子”や“生姜醤油”も人気。

●所 出雲市斐川町鳥井815

●所 出雲市斐川町直江2518
●☎ 0853-72-3146

宮司さんの話

およそ
5分

およそ
14分

およそ
15分

およそ
10分

景色を

楽しみながら

ドライブ♪

秋から冬にかけ色とりどりのシクラメンが
並びます

斐川町観光サイト
なおらいす～か
斐川の四季を感じる写真や動画を
ご覧いただけます

斐川の四季〈春夏・秋冬編〉

湯の川温泉の湯を気軽に楽しめる足湯

神話ゆかりの神社めぐり

斐伊川と宍道湖、そして山に囲まれた斐川町は、のどかな田園に築地松
が並び、野鳥が舞う美しい里。出雲神話の伝承が今も息づき八百万の神
が集う神社もあります♪豊かな農産物や工芸品、作り手の想いがこ
もった品々に出会えるそんな斐川町をご案内しま～す♫

ひ　い　かわ しんじ　こ つい  じ  まつ

み　い

とび と　や く　む 出雲生姜　神立売店

ひかわに寄らないなんてもったいない！

●所 出雲市斐川町併川187-3
●☎ 0853-25-7225

飛行機フライトまでの時間をひかわで過ごしませんか？
旅立ちの神様にご挨拶、特別な工芸品や地元ならではの
お土産を選び、最後は美しい景色で癒されましょう！

五感で味わうおすすめコース

どこまでも広がる黄金の麦畑や、
鮮やかな菜の花畑、甘い香りに包まれ
る古代ハス池。斐川の風景は、季節ごと
に表情を変えながら訪れる人を楽しませて
くれます。
ひまわり畑では、頭上を飛行機が通り抜け
る迫力の一枚を収めることも。春には、桜や
ツツジが咲き誇る斐川公園で、ゆったりお花
見もおすすめです。

四季折々の花畑

ひかわぷらっとスポットめぐり

築地松

三本松公園

荒神谷史跡公園

荒神谷博物館

出雲縁結び空港

宍道湖西岸なぎさ公園

小高い山の上にあり、山頂まで車で
行く事ができる。
出雲平野や斐伊川と橋などが一望で
きる絶景スポットとして人気。

遺跡や博物館を中心に、緑豊かな広大な敷地が
広がる公園。春は椿、夏はハスなど園内では様々
な草花が楽しめ、バーベキューや散策をする
人々で賑わう。また、古代農耕地では毎年、手作
業による田植えや稲刈り体験も行われ、古代の
暮らしに触れることができる。

国内最多の青銅器が出土した荒神谷遺跡に隣接する
サイトミュージアム。荒神谷遺跡や弥生文化、古代出
雲の歴史についても、楽しく学べる。
また、館内には古代出雲に関する書籍や、史跡公園で
収穫した古代米などを購入できるミュージアム
ショップも併設している。 

EV
スポット
あり

美しく刈りこまれた黒松が、広大な平野に
整然と立つ屋敷林を築地松といい、世界で
唯一ここでしか見ることのできない景観
です。

田畑が広がる大地に、ゆっくりと沈んでいく夕日。
そんな穏やかな時間もひかわの魅力のひとつです。
秋から冬にかけて渡り鳥が飛来し、夕焼けに染まる
空を羽ばたく姿が、ひときわ美しい光景を描きます。

宍道湖しじみ

神話の舞台・斐伊川の景色

出雲神話の一つとして有名な「八岐大蛇(ヤマタノオロチ)退治」
の舞台となった地。
古来、暴れ川だった斐伊川は、たびたび氾濫し恐れられていた
ことや、曲がりくねった川筋、砂洲が蛇の鱗を思わせること
から、ヤマタノオロチに例えられたといわれている。
北側にかかる井上橋は沈下橋で、川面すれすれの橋を渡りな
がら、雄大な景色を見ることができる隠れた癒しスポット。

チューリップ 見頃
4月上旬頃

菜の花
見頃
3月末~
4月中旬

桜 見頃
4月上旬つつじ

見頃
4月下旬～
5月下旬

古代ハス
見頃
6月下旬～
7月上旬

麦 見頃
春～5月頃

ひまわり 見頃
8月中旬

出西窯
出西くらしの village

●所 出雲市斐川町沖洲2633-1
●☎ 0853-72-7500　

万九千神社

島根県内有数の地主豪農であった原鹿江角家
の屋敷を保存し、出雲平野の農村文化の歴史
を今に伝える施設。この地域特有の「築地松」
や、日本最大の短冊石を配した出雲流枯山水
庭園など、見どころが豊富。
●所 出雲市斐川町原鹿640－1
●☎ 0853-72-9747

●所 出雲市斐川町神庭873-8
●☎ 0853-72-9044

シクラメン 見頃
11～12月

原鹿の旧豪農屋敷

図書館には

郷土資料が

いっぱい！

おすす
めの

夕日ス
ポット

！

宍道湖のすぐ横にあり、公園も隣接。
間近で見られる大迫力の飛行機発着
を目当てに、連日多くの方が訪れる。

宍道湖西岸なぎさ公園近くからの景色

原鹿の旧豪農屋敷 周辺一帯

広大な宍道湖と出雲平野の田畑と山陰
を代表する山、大山と三瓶山などを一望
できる。冬にはマガンやマガモ、コハク
チョウなど渡り鳥が集まる。

●所 出雲市斐川町出西

●所 出雲市斐川町坂田

湯の川温泉郷

道の駅湯の川

美人の湯で
ゆったり癒されよう

おすす
めの

夕日ス
ポット

！

おすすめの
夕日スポット！


